
しろさと農業委員会だより（1）第15号

　

こ
の
度
、
任
期
満
了
に
伴
う
第
五
期
農
業
委
員
改
選
に
あ
た

り
、
平
成
27
年
第
１
回
臨
時
総
会
に
お
い
て
、
委
員
各
位
か
ら

の
ご
推
挙
に
よ
り
、
会
長
の
大
役
を
拝
命
い
た
す
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

心
よ
り
、
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
経
験
豊
富
な
歴

代
の
名
会
長
の
後
を
引
き
受
け
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感

し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
農
業
所
得
の
減

少
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
、
耕
作
放
棄
地
の

増
加
、
更
に
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
よ
る
自
給
国
内
農
産
物
の
低

迷
な
ど
、
様
々
な
課
題
を
抱
え
る
危
機
的
状
況
に
あ
り
ま
す
。

食
や
地
域
の
未
来
さ
え
も
崩
壊
さ
せ
て
し
ま
う
、
か
つ
て
な
い

厳
し
い
状
況
下
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
も
、
国
内
の
食
料
の
安
定
供

給
を
図
る
た
め
の
重
要
な
生
産
基
盤
で
あ
る
優
良
農
地
の
確
保

と
有
効
利
用
の
促
進
、
意
欲
あ
る
多
様
な
農
業
者
へ
の
農
地
集

積
の
推
進
な
ど
、
農
業
委
員
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
、
大
変
重

要
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
遊
休
農
地
の
増
加
が
問
題
と
な
る
中
、
平
成
22

年
度
か
ら
、
毎
年
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
遊
休
農
地
等
の

把
握
や
町
内
全
戸
を
対
象
と
し
た
遊
休
農
地
の
所
有
者
へ
の
貸

し
付
け
意
向
調
査
を
行
う
な
ど
、
遊
休
農
地
解
消
に
向
け
て
農

地
中
間
管
理
機
構
の
行
う
農
地
集
積
・
集
約
化
に
積
極
的
に
関

与
す
る
と
と
も
に
、
農
業
委
員
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
持
っ

て
、
本
町
農
業
の
振
興
と
持
続
的
発
展
に
貢
献
す
べ
く
、
努
力

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
た
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
21
名
で
構
成
す
る
本
会
は
、
地
域

農
業
者
の
代
表
組
織
で
あ
り
、
今
後
３
年
間
一
丸
と
な
っ
て
活

動
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

城
里
町
農
業
委
員
会

会
長　

長
谷
川
　
毅

　

会
長
就
任
あ
い
さ
つ

主な内容
・会長あいさつ… …………………………………（1）

・農地法3条下限面積………………………………（1）

・農業委員紹介… …………………………………（2）

・町長に建議書を提出… …………………………（3）

・農業委員研修会の状況… ………………………（3）

・女性農業委員の活動… …………………………（3）

・退任農業委員… …………………………………（3）

・農業臨時雇標準賃金表… ………………………（4）
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農地法第３条下限面積について
　耕作目的で農地を売買、贈与、貸借等する場合は、農地法第3条に基づく農業委員会
の手続きが必要です。許可を得るには、申請後の耕作面積が下限面積以上であることが
条件の一つになっています。
　城里町では、平成27年２月25日の定例総会において下限面積の変更を審議し、
平成27年度も昨年同様、40アールと決定しました。

研修会　２月25日
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①	北方
②	北方区

議席５
（公選１期）

加
か と う ぎ

藤木直
なおし

之

①	那珂西
②	那珂西1・2・3区、
	 中妻区、上泉区

議席９
（公選１期）

石
いしかわ

川　丈
たけゆき

幸

①	孫根
②	錫高野区、孫根区の一
部

議席13
（公選２期）

加
か と う ぎ

藤木勝
かつぞう

三

①	小勝
②	徳蔵区、塩子1区

議席17
（選任）
農協

櫻
さくらい

井　昭
しょうじ

次

①	石塚
②	新町区、石塚1・2区

議席21
（選任）
議会

根
ねもと

本　正
まさのり

典

①	塩子
②	塩子2・3区

議席４
（公選１期）

川
かわまた

又　重
しげみつ

光

①	石塚
②	石塚4・5・6・7区、
大堀区

議席８
（公選１期）

片
かたね

根　輝
てるみち

道

①	磯野
②	増井1・2区、磯野区

議席12
（公選２期）

冨
とみなが

永　幸
ゆきお

男

①	上圷
②	上圷区、下圷区

議席16
（公選２期）

森
もりた

田　幸
ゆきまさ

正

①	石塚
②	石塚3区、石塚西区、
　	西Ａ・Ｂ区

議席20
（選任）
議会

三
みむら

村　孝
たかのぶ

信

①	大網
②	下赤沢区、上赤沢区、
大網区、真端区

議席３
（公選１期）

山
やまぐち

口　　勉
つとむ

　

①	上入野
②	上入野1・2区

議席７
（公選１期）

江
えばた

幡　　薫
かおる

　

①	小坂
②	小坂区、春園区

議席11
（公選２期）

綿
わたひき

引　幸
こういち

一

①	下古内
②	下古内1・2・3区

会長職務代理者
議席15
（公選２期）

代
よ よ ぎ

々木英
ひでお

夫

①	下阿野沢
②	粟区、阿波山1・2区

会長
議席19
（選任）
土地改良区

長
は せ が わ

谷川　毅
たけし

　

①	小勝
②	小勝1・2区

議席２
（公選１期）

桜
さくらい

井　武
たけお

男

①	下阿野沢
②	下阿野沢区、上阿野沢
区、御前山区

議席６
（公選１期）

髙
こうづち

圡　悦
えつこ

子

①	高根
②	岩船区、高根区、孫根
区の一部

議席10
（公選１期）

加
かとう

藤　文
ふみお

夫

①	上青山
②	上青山区、下青山区、
勝見沢区

議席14
（公選２期）

川
かわまた

又　憲
のりあき

明

①	上古内
②	上古内区

議席18
（選任）
農協

鯉
こいぶち

渕　善
よしこ

子

①	高久
②	高久区

議席１
（公選１期）

加
か と う ぎ

藤木　直
ただし

　

農業委員21名が決まりました！
　任期満了に伴う改選により、新しい顔ぶれが決まりました。
　任期は平成27年２月１日から平成30年１月31日です。
農家の代表・相談役として一生懸命頑張りますので
よろしくお願いいたします。
　　　議席順　（公選・選任）　① 住所　② 担当地区
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昨
年
11
月
26
日
に
、
前
農
業
委
員
会
長

か
ら
上
遠
野
町
長
へ
「
平
成
27
年
度
城
里

町
農
業
施
策
に
関
す
る
建
議
書
」
を
提
出

し
ま
し
た
。

　

建
議
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

•
基
本
農
政
の
確
立
対
策

•
農
地
の
保
全
と
有
効
利
用
対
策

•
担
い
手
・
経
営
対
策

•
有
害
鳥
獣
対
策

•
農
業
委
員
会
組
織
対
策

•
原
発
事
故
に
伴
う
風
評
被
害
対
策

　

城
里
町
外
５
市
町
か
ら
な
る
中
央
地
区

農
業
委
員
の
合
同
研
修
会
が
、
２
月
18
日

に
小
美
玉
市
み
の
〜
れ
で
開
催
さ
れ
、
㈱

農
林
水
産
広
報
セ
ン
タ
ー
の
谷
脇
先
生
か

ら
「
農
業
委
員
会
制
度
・
組
織
改
革
へ
の

対
応
と
農
業
委
員
会
の
役
割
に
つ
い
て
」

の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
月
23
日
に
は
同
場
所
に
て
県
内

の
農
業
委
員
を
一
堂
に
会
し
、
農
業
委
員

の
役
割
を
再
確
認
す
る
推
進
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
今
後
の
重
要
課
題

で
あ
る
耕
作
放
棄
地
解
消
や
担
い
手
対
策
な

ど
優
良
農
業
委
員
会
活
動
の
事
例
発
表
も
あ

り
、
本
町
も
国
の
補
助
制
度
を
利
用
し
、
５

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
耕
作
放
棄
地
を
解
消
し
た
と

し
て
、
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

更
に
は
、25
日
の
定
例
総
会
と
同
日
に
、

城
里
町
農
業
委
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
県
農
地
調
整
課
及
び
県
農

業
会
議
か
ら
講
師
を
招
き
、
農
業
委
員
と

し
て
の
任
務
や
関
係
法
令
に
つ
い
て
の
研

修
を
受
け
ま
し
た
。

　

昨
年
の
12
月
８
日
、
水
戸
市
京
成
ホ

テ
ル
に
於
い
て
、「
平
成
26
年
度
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
女
性
農
業
委
員
研
修
会
」
が
開
催

さ
れ
、
城
里
町
の
鯉
渕
委
員
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
茨
城
県
が
事
務
局
に
な
っ

て
お
り
、
副
知
事
の
山
口
や
ち
ゑ
氏
の

来
賓
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
日
本
女
子
大

学
教
授
の
植
田
敬
子
氏
に
よ
る
「
日
本
に

お
け
る
農
業
と
食
育
の
重
要
性
に
つ
い

て
」
の
基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
外
国
と
の
食
文
化
に
関

す
る
こ
と
、
日
本
に
お
け
る
食
品
の
安

全
性
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
の
ち
、
農
業
委
員
の
取
り
組
み

状
況
報
告
と
し
て
、
群
馬
県
前
橋
市
・

埼
玉
県
熊
谷
市
・
千
葉
県
山
武
市
農
業

委
員
会
の
女
性
農
業
委
員
３
名
の
事
例

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
比
較
的
男
性
色

の
強
い
「
農
業
委
員
」
と
い
う
看
板
を

背
負
い
な
が
ら
の
、
な
か
な
か
一
筋
縄

で
は
行
か
な
い
成
功
ま
で
の
道
の
り
と
、

実
体
験
に
基
づ
い
た
苦
悩
を
大
勢
の
前

で
話
さ
れ
る
姿
は
、
大
変
頼
も
し
く
、

ま
た
励
ま
さ
れ
る
部
分
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
最
後
に
は
、
出
席
委
員
の
触

合
い
の
場
と
し
て
情
報
交
換
会
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。
貴
重
な
機
会
で
も
あ
り
、

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
選
に
よ
り
、
城
里
町
農
業

委
員
会
で
は
、
２
名
の
女
性
農
業
委
員

が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。
お
二
人
に
は
、

女
性
だ
か
ら
こ
そ
の
視
点
や
知
識
か
ら

の
ご
意
見
等
を
頂
き
、
町
農
業
行
政
推

進
の
た
め
、
ご
尽
力
賜
り
た
く
思
い
ま

す
。

　

こ
の
度
の
改
選
に
伴
い
、
左
記
の
方
々

が
農
業
委
員
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
長

年
に
わ
た
り
農
業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
深
く
感
謝
を
い

た
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

　

富
田　
　

昇
（
公
選
）

　

片
根　
　

邦
（
公
選
）

　

檜
山　

成
一
（
公
選
）

　

黒
澤　

正
行
（
公
選
）

　

園
部　
　

廣
（
公
選
）

　

勝
村　

忠
次
（
公
選
）

　

青
栁　

英
幸
（
公
選
）

　

江
幡　

龍
夫
（
土
地
改
良
区
推
薦
）

▲ 上遠野町長に建議書を提出する
　　　　富田（前）農業委員会長と片根（前）会長代理

上
遠
野
町
長
に
建
議
を
提
出

農
地
法
の
申
請
等
の
受
付
締
切
は

　
　
　
　
毎
月
10
日
で
す
。

（
土
日
祝
日
の
場
合
は
、
翌
開
庁
日
）

農
業
委
員
研
修
会
報
告

女
性
農
業
委
員
活
動
報
告

退
任
さ
れ
た
農
業
委
員
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城里町農業委員会事務局
〒311-4391
城里町石塚1428-25

城里町役場 本庁舎 ２階

　電話　029−288−3693
　FAX　029−288−2362

　

今
年
も
早
い
も
の
で
田
畑
に
春
の

気
配
が
感
じ
ら
れ
る
時
期
と
な
り
、

農
家
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
「
農
繁

期
」
に
備
え
て
忙
し
さ
を
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

昨
年
は
、
米
価
格
の
下
落
と
燃
料

価
格
の
高
騰
と
い
う
農
家
に
と
っ
て

は
痛
手
を
受
け
、
今
後
の
農
業
に
つ

い
て
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
年
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
手
探

り
の
中
、
認
知
度
が
高
ま
り
、
徐
々

に
制
度
が
固
ま
り
つ
つ
あ
る
「
中
間

管
理
機
構
制
度
」。
後
継
者
・
担
い

手
不
足
に
よ
り
行
き
場
の
無
く
な
っ

た
農
地
所
有
者
の
今
後
の
救
済
措
置

と
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

今
年
一
年
、
農
業
分
野
に
お
い
て

も
活
気
あ
る
穏
や
か
な
年
と
な
り
ま

す
よ
う
祈
願
し
、
発
行
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

編

集

後

記

　平成27年２月25日の農業委員会総会で決定されました。
　この賃金表は、農業者の方が農作業の受委託契約を結ぶ場合に標準となる料金です。実際に契約す
る際は、農地の条件（農地の変形、小圃場、湿田、倒伏状況等のよる難作業）などを考慮し、当事者間
で協議し決定してください。

◆適用期間　平成27年４月１日から平成28年３月31日まで
◎機械力の場合（10a当り）
　基盤整備された圃場を基準	 （単位：円）

作　業　別 賃 金
（税込） 摘　　　　要

田

水 田 耕 起 6,480
水田代かき 8,640
田 植 8,640
水 稲 育 苗 810 1箱当り、運搬含む
バインダー 9,180 結束紐含む
ハーベスター 9,720

コンバイン 19,440 刈取のみの単価運搬は3,240円加算
33,480 乾燥・運搬含む（乾燥場）

水稲（もみ）乾燥 10,800 ※陸稲含

畑

畑 耕 起 6,480

ごぼう堀り 86,400 トレンチャー
38,880 トラクター

コンバイン
（陸稲）

19,440 刈取のみの単価運搬は3,240円加算
33,480 乾燥・運搬含む（乾燥場）

コンバイン
（大豆） 12,960 刈取のみ単価運搬は3,240円加算
麦 類 乾 燥 12,960

共
通
肥 料 散 布 3,240 20㎏袋扱い肥料代は委託者負担
農 薬 散 布 3,240 農薬代は委託者負担

【機械力の場合の注意点】
１． 燃料代等は、請負者負担とする。
※田植請負については、田植作業に係る賃金
8,640円に育苗代（１枚あたり810円×必要枚数）
を加えて算定する。

◎草刈・もみすり・あぜぬり	 （単位：円）

作　業　別 賃 金
（税込） 摘　　　　要

草 　 　 刈 1,080 １時間当たり（機械代含む）
も み す り 864 玄米60㎏当り

あ ぜ ぬ り 65 １ｍ当り（片面）
108 　 〃 　（両面）

◎人力の場合	 （単位：円）

作　業　別 賃 金
（税抜） 摘　　　　要

田
田 植 6,300 １日当り
水 田 除 草 6,300 １日当り
稲・ 草 刈 6,300 １日当り

畑
畑 仕 事 5,800 １日当り
ごぼう掘り 10,000 １日当り
茶 摘 み 5,800 １日当り

【人力の場合の注意点】
・１日当たり原則８時間労働とし、超える場合は
割増料金を加算。下回る場合はお互い協議のう
え定める。

・食事は、原則として支給しない。賄をつける場
合でもできるだけ簡素化する。

・原則として性別による賃金差をつけない。ただ
し、作業効率に極度の差がある農作業について
は考慮する。

平成27年度城里町農業臨時雇標準賃金表




